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承認番号 ２１４００ＢＺＺ００４７１０００

＊器０６　呼吸補助器

　フロージェントルプラストリオ

[形状・構造及び原理等]

[性能、使用目的、効能又は効果]

[操作方法又は使用方法等]

１　類　別　名　称　　　　呼吸補助器

２　使　用　ガ　ス　　　　医療用酸素

酸素出口

裏側：安全弁

１．操作方法

２．使用方法

ａ．製品上部の酸素出口のキャップを外して、所定のチュ－ブを

　　ホース口にしっかり差し込む。

１

３　名　　　　　称　　　　フロージェントルプラストリオ

４　用　　　　　途　　　　酸素微流量調整弁（容器弁一体型）

酸素ボンベを持ち運ぶときは、元栓の部分を

持たないこと。 ○
×

酸素ボンベを落としたり、倒したり

乱暴な取扱をしないこと。

×

・改造したり分解したり絶対しないこと。

・清潔な環境に保管すること

火気厳禁 禁煙 分解禁止

ＭＲ室への持ち込みは、その対応品ではないため厳禁。

ガス漏れを発見した場合は、その個所に指などを近づけ

ないこと。

警　　告

・近くに火気がないことを確認してから使用のこと。

　（酸素は燃焼を促進）

警　　告

警　　告

禁忌・禁止

禁忌・禁止

ｃ．小池メディカル製呼吸同調器「酸歩２」に接続して使用する

　　場合は、流量を１０Ｌ／ｍｉｎに設定（表示値「１０」）。

No.Ａ０２００３(R4)

＊管理医療機器　呼吸同調式レギュレータセット　７０５８００００

１　使用目的

　　　酸素療法を必要とする患者に対し、処方量の酸素ガスを

　　　患者に提供する。

[品目仕様等]

取扱説明書を必ず参照ください

ａ．ガス残量表示器によってガスが入っていることを確認する。

ｂ．流量切替ハンドルを廻し、医師の処方量に設定する。

ｃ．使用しないときは、流量切替ハンドルを廻し「閉」に設定する。

ｂ．流量切替ハンドルを廻し、流量表示窓にあらわれる値を医師の

　　処方量に合わす。

ｄ．使用しないときは、流量切替ハンドルを廻し「閉」に設定し、

　　保護キャップをかぶせる。

[使用上の注意]

１．医師の処方に従い流量を設定すること。

２．添付のチュ－ブは上部にあるホース口の奥まで差し込むこと。

３．流量切替ハンドルは、「カチィ」と音がするところで留めること。

４．安全弁、充填口はさわらないこと。

５．上部にある酸素出口以外からガスが漏れている場合は無理に止め

　　ようとせず、そのままガスを抜き取扱い販売店に連絡すること。

分解禁止

火気厳禁

＊

＊

＊

＊

＊

＊

高圧医療用酸素 減圧 オリフィス

流量調整（可変構造）0～19.6ＭＰａ 0.14ＭＰａ

改正年月日

改正年月日 ２００６年　３月３０日 （第５版）

２００５年　３月３０日 （第４版）＊

＊＊

１１　減　圧　圧　力　　　　０．１４ＭＰａ　

１２　流量設定目盛り

流  量  設  定  目  盛         （ＮＬ／ｍｉｎ）

閉 0.25 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6

１３　流　量　精　度　　　２．０ＭＰａ～１６．７ＭＰａにおいて

10

５　耐　　　　　圧　　　　３２．７ＭＰａ

　　・「０．２５」「０．５」　--- 表示の±１５％

１５　そ　　の　　他　　　　流量調整弁、容器弁と一体

１４　重　　　　　量　　　　４３０ｇ

　　・その他　　　　　　　　　--- 表示の±１０％

　　　　　　　　　　　　　　容器内ガス残量を示す残量表示器付き

６　容器充填圧力　　　　　１９．６ＭＰａ

７　耐圧試験圧力　　　　　３２．７ＭＰａ

８　気密試験圧力　　　　　１９．６ＭＰａ

９　安全弁作動圧力　　　　２２．３～２６．１ＭＰａ

１０　可　溶　合　金　　　　１００～１１０℃

＊

＊

＊

＊

＊



［製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等］

株式会社　　ネ　リ　キ　　神戸工場

　　　　　〒６５１－２２４１　

　　　　　兵庫県神戸市西区室谷２丁目７番６号

６．ガス残量表示器付き。下図のようにガス残量をしめす。

　　印が赤線にかかれば新しい容器に取り替えること。

容器取換 残量なし

ガス残量表示

満タン

＜日常点検＞

・異常に汚れてはいないか。

中途半端な差込みで使用されると、正確な流量がでない可能性が

あると共に、ガスを無駄に消費してしまう。

汚れた時の清掃は乾拭き程度にし、家庭用洗剤等は使用しない

こと。

＜定期点検＞

・使用環境、保管環境のチェック

・傷、変形等はないか

・異臭、異音、変色等はないか

・ダイヤルの操作性は良いか

・正常にガスが出ているか

・チューブがしっかりさされているか。

１．ぶつけたり、落としたりしないこと。

２．転倒等で、痛みが見られた時は、取扱い販売店に連絡すること。

３．周辺では、火気を使用しないこと。引火性、発火性の物を

　　置かないこと。

火気厳禁 禁煙

フロージェントルプラストリオ ２

[取扱い上の注意]

[保守・点検に係る事項]

ａ．日常点検を原則として、一日一回使用時に行なうこと。

ｂ．使用頻度によるが、六ヶ月を目処に定期点検を行うこと。

　　　　　　　ＴＥＬ（０７８）９９２－１２５１（代）

　　　　　　　ＦＡＸ（０７８）９９２－１２４３

No.Ａ０２００３(R4)

取扱説明書を必ず参照ください

[貯蔵・保管方法及び使用期間等]

１．貯蔵・保管方法

ａ．すえつけられている保護キャップをすること。

ｃ．直射日光、高温、結露が生じるような環境、塩分、油脂類、

　　ほこり、雨、水などをさけて保管すること。

ｂ．流量切替ハンドルを廻し「閉」に設定すること。

[包装]

１台／１箱

＊

＊

＊

＊

＊

２．耐用期間

５年間。

＊

＊

＊

＊

＊


